
(57)【要約】

【課題】排気圧損の上昇を抑制しつつ、PMなどの浄化性

能が高く、かつコンパクトな排ガス浄化装置とする。

【解決手段】フィルタを介して排ガスが流通するフィル

タ経路と、フィルタ経路を迂回するフィルタ迂回経路と

、を備えた半フィルタ構造体１を上流側に配置し、ウォ

ールフロー構造のフィルタ触媒２をその下流側に配置し

た。

　排ガス中のPMの一部が半フィルタ構造体１に捕集され

るので、フィルタ触媒２におけるPMの堆積量が減少し、

フィルタ触媒２における触媒活性の低下が抑制される。

またフィルタ迂回経路によって排気圧損の上昇が抑制さ

れる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ル タ を 介 し て 排 ガ ス が 流 通 す る フ ィ ル タ 経 路 と 、 該 フ ィ ル タ 経 路 を 迂 回 す る フ ィ ル
タ 迂 回 経 路 と 、 を 備 え た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 と 、
　 排 ガ ス 下 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 入 側 セ ル と 、 該 流 入 側 セ ル に 隣 接 し 排 ガ ス 上 流 側 で 目 詰
め さ れ た 流 出 側 セ ル と 、 該 流 入 側 セ ル と 該 流 出 側 セ ル を 区 画 し 多 数 の 細 孔 を 有 す る 多 孔 質
の セ ル 隔 壁 と 、 該 セ ル 隔 壁 の 表 面 及 び 該 細 孔 内 表 面 に 形 成 さ れ 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担
持 し て な る 触 媒 層 と 、 を 有 し 、 該 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 排 ガ ス 下 流 側 に 配 置 さ れ た ウ ォ ー ル
フ ロ ー 構 造 の フ ィ ル タ 触 媒 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 酸 化 触 媒 層 を 有 す る 請
求 項 １ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 排 ガ ス 上 流 側 に 排 ガ ス 中 に 還 元 剤 を 添 加 す る 還 元 剤 添 加 手 段 を
も つ 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 触 媒 の 前 記 触 媒 層 は 、 NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 か ら な る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か
に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 触 媒 の 前 記 触 媒 層 は Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 か ら な り 、 前 記 半 フ ィ ル タ 構 造
体 の 排 ガ ス 上 流 側 に 排 ガ ス 中 に 尿 素 を 添 加 す る 尿 素 添 加 手 段 を も つ 請 求 項 １ に 記 載 の 排 ガ
ス 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン か ら の 排 ガ ス な ど 、 パ テ ィ キ ュ レ ー ト を 含 む 排 ガ ス を 浄
化 す る 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 関 し 、 詳 し く は 排 気 圧 損 の 上 昇 を 抑 制 で き 、 浄 化 性 能 が 高 く か つ
コ ン パ ク ト な 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に つ い て は 、 排 ガ ス の 厳 し い 規 制 と そ れ に 対 処 で き る 技 術 の 進 歩 と に
よ り 、 排 ガ ス 中 の 有 害 成 分 は 確 実 に 減 少 さ れ て き て い る 。 し か し 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に
つ い て は 、 有 害 成 分 が パ テ ィ キ ュ レ ー ト （ 粒 子 状 物 質 ： 炭 素 微 粒 子 、 サ ル フ ェ ー ト 等 の 硫
黄 系 微 粒 子 、 高 分 子 量 炭 化 水 素 微 粒 子 等 、 以 下 PMと い う ） と し て 排 出 さ れ る と い う 特 異 な
事 情 か ら 、 規 制 も 技 術 の 進 歩 も ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 比 べ て 遅 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 ま で に 開 発 さ れ て い る デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 用 排 ガ ス 浄 化 装 置 と し て は 、 大 き く 分 け
て ト ラ ッ プ 型 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 （ ウ ォ ー ル フ ロ ー ） と 、 オ ー プ ン 型 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 （ ス
ト レ ー ト フ ロ ー ） と が 知 ら れ て い る 。 こ の う ち ト ラ ッ プ 型 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 と し て は 、 セ
ラ ミ ッ ク 製 の 目 封 じ タ イ プ の ハ ニ カ ム 体 （ デ ィ ー ゼ ル PMフ ィ ル タ （ 以 下  DPFと い う ） ） が
知 ら れ て い る 。 こ の  DPFは 、 セ ラ ミ ッ ク ハ ニ カ ム 構 造 体 の セ ル の 開 口 部 の 両 端 を 例 え ば 交
互 に 市 松 状 に 目 封 じ し て な る も の で あ り 、 排 ガ ス 下 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 入 側 セ ル と 、 流
入 側 セ ル に 隣 接 し 排 ガ ス 上 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 出 側 セ ル と 、 流 入 側 セ ル と 流 出 側 セ ル を
区 画 す る セ ル 隔 壁 と よ り な り 、 セ ル 隔 壁 の 細 孔 で 排 ガ ス を 濾 過 し て PMを 捕 集 す る こ と で 排
出 を 抑 制 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し  DPFで は 、 PMの 堆 積 に よ っ て 圧 損 が 上 昇 す る た め 、 何 ら か の 手 段 で 堆 積 し た PMを
定 期 的 に 除 去 し て 再 生 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 従 来 は 、 圧 損 が 上 昇 し た 場 合 に 高 温 の 排 ガ
ス を 流 通 さ せ た り 、 バ ー ナ あ る い は 電 気 ヒ ー タ 等 で 加 熱 す る こ と で 堆 積 し た PMを 燃 焼 さ せ
、  DPFを 再 生 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら こ の 場 合 に は 、 PMの 堆 積 量 が 多 い ほ
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ど 燃 焼 時 の 温 度 が 上 昇 し 、 そ れ に よ る 熱 応 力 で  DPFが 破 損 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 独 国 実 用 新 案  20,117,873 U1号 に は 、 金 属 フ ォ イ ル 製 の 波 板 と フ ィ ル タ 層 と を 交
互 に 積 層 し 、 波 板 に 爪 状 穴 高 さ を 有 す る 複 数 の 爪 状 穴 を 形 成 し 、 複 数 の 爪 状 穴 は 内 向 爪 状
穴 と 外 向 爪 状 穴 と を 有 す る 流 路 を 形 成 し 、 内 向 爪 状 穴 と 外 向 爪 状 穴 と は 互 い に 角 を な し て
配 置 さ れ 、 爪 状 穴 高 さ は 構 造 高 さ の  100～ 60％ の 高 さ が あ り 少 な く と も 20％ の 流 動 自 由 度
が 保 証 さ れ た フ ィ ル タ が 記 載 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ に よ れ ば 、 爪 状 穴 か ら 出 る 排 ガ ス
が フ ィ ル タ 層 を 通 過 す る こ と で PMが フ ィ ル タ 層 に 捕 集 さ れ る 。 ま た 主 と し て ス ト レ ー ト フ
ロ ー 構 造 で あ る の で 、 排 気 圧 損 の 上 昇 も 抑 制 さ れ る 。 そ し て 金 属 製 で あ る の で 、 熱 応 力 に
よ る 損 傷 も な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 例 え ば 特 開 2001－ 241316号 公 報 に は 、 一 対 の  DPFを 直 列 に 配 置 し 、 上 流 側 に は 両 端
で 目 詰 め さ れ な い ス ト レ ー ト 通 路 を 有 す る  DPFを 配 置 し た 排 ガ ス 浄 化 装 置 が 開 示 さ れ て い
る 。 こ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に よ れ ば 、 ス ト レ ー ト 通 路 か ら 一 部 の 排 ガ ス が 下 流 側 の  DPFに 直
接 流 入 す る の で 、 下 流 側 の  DPFが 迅 速 に 加 熱 さ れ 、 下 流 側 の  DPFに 捕 集 さ れ た PMを 燃 焼 さ
せ る こ と が で き る 。 し た が っ て PMの 捕 集 効 率 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 PMの 燃 焼 効 率 が 向 上
し 、 PMの 燃 焼 を 短 時 間 で 済 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 近 年 で は 、 例 え ば 特 開 平 09－ 173866号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、  DPFの セ ル
隔 壁 の 表 面 に ア ル ミ ナ な ど か ら コ ー ト 層 を 形 成 し 、 そ の コ ー ト 層 に 白 金 （ Pt） な ど の 触 媒
金 属 を 担 持 し た 連 続 再 生 式  DPF（ フ ィ ル タ 触 媒 ） が 開 発 さ れ て い る 。 こ の 連 続 再 生 式  DPF
に よ れ ば 、 捕 集 さ れ た PMが 触 媒 金 属 の 触 媒 反 応 に よ っ て 酸 化 燃 焼 す る た め 、 捕 集 と 同 時 に
あ る い は 捕 集 に 連 続 し て PMを 燃 焼 さ せ る こ と で  DPFを 再 生 す る こ と が で き る 。 そ し て 触 媒
反 応 は 比 較 的 低 温 で 生 じ る こ と 、 及 び 捕 集 量 が 少 な い う ち に PMを 燃 焼 で き る こ と か ら 、  D
PFに 作 用 す る 熱 応 力 が 小 さ く 破 損 が 防 止 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 特 開 平 09－ 053442号 公 報 に は 、 排 ガ ス 上 流 側 か ら ス ト レ ー ト フ ロ ー 構 造 の 酸 化 触 媒
、 上 記 し た フ ィ ル タ 触 媒 、 ス ト レ ー ト フ ロ ー 構 造 の NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 を こ の 順 に 配 置 し た
排 ガ ス 浄 化 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の よ う に フ ィ ル タ 触 媒 に 酸 化 触 媒 あ る い は NO x  吸 蔵
還 元 触 媒 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 PM及 び NO x  の 浄 化 性 能 が 向 上 す る 。 例 え ば 、 フ ィ ル タ 触
媒 に 流 入 す る PMが 上 流 側 の 酸 化 触 媒 で 酸 化 さ れ る こ と に よ り 微 粒 化 し 、 フ ィ ル タ 触 媒 の 端
面 に 堆 積 し て 閉 塞 す る よ う な 不 具 合 を 抑 制 で き る 。 ま た 酸 化 触 媒 に よ る 酸 化 反 応 に よ っ て
排 ガ ス が 昇 温 さ れ 、 あ る い は 酸 化 活 性 の 高 い NO 2  が 生 成 す る こ と に よ っ て 、 PMの 酸 化 が 促
進 さ れ 、 NO x  の 浄 化 性 能 も 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 を 用 い 、 排 ガ ス 中 に 尿 素 を 添 加 し Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒
で 尿 素 又 は 生 成 し た ア ン モ ニ ア に よ っ て NO x  を 還 元 浄 化 す る 排 ガ ス 浄 化 装 置 が 知 ら れ て い
る 。 こ の Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 と フ ィ ル タ 触 媒 と を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 HC、 CO及 び PMを
酸 化 浄 化 す る こ と が で き 、 NO x  を 還 元 浄 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ が 特 開 2001－ 241316号 公 報 に 記 載 の 技 術 で は 、 低 温 域 の 排 ガ ス の 流 入 が 連 続 し た
場 合 な ど に は フ ィ ル タ 触 媒 の 上 流 側 端 面 に PMが 堆 積 す る の が 避 け ら れ ず 、 端 面 閉 塞 に よ っ
て 排 気 圧 損 が 上 昇 す る 場 合 が あ っ た 。 ま た フ ィ ル タ 触 媒 に お い て は 、 排 気 圧 損 の 上 昇 を 避
け る た め に 触 媒 層 の コ ー ト 量 が 制 限 さ れ る た め 、 約  600℃ 以 上 の 高 温 に 曝 さ れ る 条 件 下 で
は Ptの 粒 成 長 な ど が 生 じ て 浄 化 性 能 が 低 下 す る 場 合 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た デ ィ ー ゼ ル 車 の 場 合 に は 、 NO x  の 還 元 性 能 を 高 め る た め に 間 欠 的 に 軽 油 な ど の 還 元
剤 を 排 ガ ス 中 に 添 加 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の シ ス テ ム に 特 開 平 09－ 05
3442号 公 報 に 記 載 の 技 術 を 応 用 し た 場 合 に は 、 上 流 側 の 酸 化 触 媒 に よ っ て 還 元 剤 が 部 分 酸
化 さ れ る こ と で 還 元 剤 の ガ ス 化 が 促 進 さ れ 、 NO x  の 浄 化 性 能 が 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ る
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。 と こ ろ が 酸 化 触 媒 に よ る こ の 作 用 を 奏 さ せ る た め に は 、 酸 化 触 媒 の 長 さ を 長 く す る 必 要
が あ り 、 そ う す る と フ ィ ル タ 触 媒 が 益 々 エ ン ジ ン か ら 遠 い 下 流 側 に 配 置 さ れ る こ と に な る
た め 、 PMの 酸 化 性 能 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 を 用 い た 排 ガ ス 浄 化 装 置 に あ っ て は 、 Urea-NO x 選 択 還 元 触
媒 の 上 流 部 分 で は NO x  を 十 分 に 還 元 す る こ と が 困 難 で あ る た め に Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 を
大 型 化 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 と フ ィ ル タ 触 媒 と を 組 み 合 わ せ た 場
合 に は 、 Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 で は 排 ガ ス の 昇 温 が で き な い た め 温 度 的 に 不 利 で あ り 、 PM
の 酸 化 活 性 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 実 用 新 案  20,117,873 U1号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 09－ 173866号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2001－ 241316号
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 09－ 053442号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 上 記 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 排 気 圧 損 の 上 昇 を 抑 制 し つ つ 、 PM
な ど の 浄 化 性 能 が 高 く 、 か つ コ ン パ ク ト な 排 ガ ス 浄 化 装 置 と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 の 特 徴 は 、 フ ィ ル タ を 介 し て 排 ガ ス が 流 通
す る フ ィ ル タ 経 路 と 、 フ ィ ル タ 経 路 を 迂 回 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と 、 を 備 え た 半 フ ィ ル タ
構 造 体 と 、
　 排 ガ ス 下 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 入 側 セ ル と 、 流 入 側 セ ル に 隣 接 し 排 ガ ス 上 流 側 で 目 詰 め
さ れ た 流 出 側 セ ル と 、 流 入 側 セ ル と 流 出 側 セ ル を 区 画 し 多 数 の 細 孔 を 有 す る 多 孔 質 の セ ル
隔 壁 と 、 セ ル 隔 壁 の 表 面 及 び 細 孔 内 表 面 に 形 成 さ れ 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る
触 媒 層 と 、 を 有 し 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 排 ガ ス 下 流 側 に 配 置 さ れ た ウ ォ ー ル フ ロ ー 構 造 の
フ ィ ル タ 触 媒 と 、 を 有 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 酸 化 触 媒 層 を 有 す る こ と が
望 ま し い 。 ま た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 排 ガ ス 上 流 側 に 、 排 ガ ス 中 に 還 元 剤 を 添 加 す る 還 元 剤
添 加 手 段 を も つ こ と が 好 ま し い 。 さ ら に フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 は 、 NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 か ら
な る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た フ ィ ル タ 触 媒 の 前 記 触 媒 層 は Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 か ら な り 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の
排 ガ ス 上 流 側 に 排 ガ ス 中 に 尿 素 を 添 加 す る 尿 素 添 加 手 段 を も つ こ と も 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に よ れ ば 、 上 流 側 の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に よ っ て PMの 一 部 を 捕 集
す る こ と が で き る の で 、 フ ィ ル タ 触 媒 に お け る PMの 堆 積 が 抑 制 さ れ 触 媒 層 の 触 媒 金 属 の 活
性 低 下 が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り PM酸 化 活 性 が 低 下 す る よ う な 不 具 合 が 防 止 さ れ る 。 ま た
半 フ ィ ル タ 構 造 体 は フ ィ ル タ 迂 回 経 路 を 有 し て い る の で 、 PMが 堆 積 し て も 排 気 圧 損 の 上 昇
が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 半 フ ィ ル タ 構 造 体 を 流 れ る 排 ガ ス は 、 フ ィ ル タ 経 路 と フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と を 分 岐
し な が ら 複 雑 に 流 通 す る 。 し た が っ て 軽 油 な ど の 液 体 還 元 剤 を 添 加 す る シ ス テ ム に 用 い た
場 合 に は 、 流 通 す る 間 に 撹 拌 作 用 が 奏 さ れ 、 還 元 剤 と 排 ガ ス と が 十 分 に 混 合 さ れ る た め 還
元 剤 の ガ ス 化 も 促 進 さ れ 、 NO x  の 還 元 活 性 が 向 上 し NO x  浄 化 性 能 が 向 上 す る 。 ま た 排 ガ ス
中 に 尿 素 を 添 加 す る シ ス テ ム に 用 い た 場 合 に は 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に よ っ て 添 加 さ れ た 尿
素 水 の 撹 拌 ・ 分 解 作 用 が 高 ま る 。 こ の 結 果 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 長 さ を 短 く 小 容 量 と す る
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こ と が 可 能 と な る の で 、 フ ィ ル タ 触 媒 を エ ン ジ ン 近 く に 配 置 す る こ と が で き PMの 酸 化 性 能
も 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 酸 化 触 媒 層 を 形 成 す れ ば
、 触 媒 金 属 の 酸 化 活 性 に よ っ て 還 元 剤 の ガ ス 化 が 促 進 さ れ フ ィ ル タ 触 媒 に お け る NO x  の 還
元 活 性 が さ ら に 向 上 す る 。 そ し て 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に 堆 積 し た PMを 酸 化 す る こ と が で き 、
排 気 圧 損 の 上 昇 を 抑 制 で き る と と も に PM捕 集 能 を 再 生 す る こ と が で き る 。 さ ら に 半 フ ィ ル
タ 構 造 体 に お い て NOか ら 酸 化 活 性 の 高 い NO 2  が 生 成 し て フ ィ ル タ 触 媒 に 流 入 す る た め 、 フ
ィ ル タ 触 媒 に 堆 積 し た PMの 酸 化 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 を NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 あ る い は Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 と す れ
ば 、 NO x  の 浄 化 性 能 が さ ら に 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 で は 、 排 ガ ス は 先 ず 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に 流 入 し 、 次 い で フ ィ ル
タ 触 媒 に 流 入 す る 。 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 フ ィ ル タ を 介 し て 排 ガ ス が 流 通 す る フ ィ ル タ 経
路 と 、 フ ィ ル タ 経 路 を 迂 回 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と を 備 え て い る の で 、 排 ガ ス 中 の PMの 一
部 が フ ィ ル タ に 捕 集 さ れ る 。 ま た フ ィ ル タ 迂 回 経 路 に よ っ て 排 気 圧 損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る
。 そ し て 排 ガ ス は 分 岐 し な が ら 複 雑 に 流 れ る た め 、 液 体 還 元 剤 を 添 加 す る シ ス テ ム に 使 用
し た 場 合 に は 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 長 さ が 短 く て も 撹 拌 作 用 に よ っ て 還 元 剤 と 排 ガ ス と が
十 分 に 混 合 さ れ 、 還 元 剤 の ガ ス 化 が 促 進 さ れ る 。 ま た 尿 素 を 添 加 す る シ ス テ ム に 用 い た 場
合 に は 、 尿 素 水 が 効 率 よ く 撹 拌 ・ 分 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 排 ガ ス が フ ィ ル タ 触 媒 に 流 入 す る と 、 排 ガ ス 中 の PMは 隔 壁 の 細 孔 中 に 捕 集 さ
れ 、 触 媒 層 の 触 媒 金 属 に よ っ て 連 続 的 に 酸 化 浄 化 さ れ る 。 し た が っ て 発 熱 量 が 少 な く 、 熱
応 力 も 小 さ い の で 破 損 が 防 止 さ れ 耐 久 性 に 優 れ て い る 。 ま た 排 気 圧 損 の 上 昇 も 抑 制 さ れ る
。 そ し て 液 体 還 元 剤 を 添 加 す る シ ス テ ム に 使 用 し た 場 合 に は 、 還 元 剤 が 十 分 に ガ ス 化 し て
い る た め 、 液 体 還 元 剤 が フ ィ ル タ 触 媒 の 上 流 側 端 面 に 付 着 し 、 そ れ に PMが 付 着 堆 積 す る よ
う な 不 具 合 が 抑 制 さ れ る と と も に 、 還 元 剤 に よ る NO x  の 還 元 活 性 が 向 上 す る 。 ま た 尿 素 を
添 加 す る シ ス テ ム に 使 用 し た 場 合 に は 、 尿 素 水 の 撹 拌 ・ 分 解 が 促 進 さ れ て い る た め 、 フ ィ
ル タ 触 媒 の Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 層 に お け る NO x  還 元 活 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 フ ィ ル タ を 介 し て 排 ガ ス が 流 通 す る フ ィ ル タ 経 路 と 、 フ ィ ル タ 経
路 を 迂 回 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と 、 を 備 え て い る 。 例 え ば 金 属 製 の 平 板 と 波 板 と が 交 互 に
積 層 さ れ て な る ハ ニ カ ム 構 造 体 の 、 平 板 又 は 波 板 の 少 な く と も 一 方 に PMの 通 過 を 規 制 お よ
び 許 容 す る 貫 通 孔 を 形 成 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 貫 通 孔 を も つ 平 板 に 代 え て
、 金 属 繊 維 製 の 不 織 布 か ら な る 平 板 を 用 い て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 波 板 と 平 板 と で 排 ガ ス
流 路 が 形 成 さ れ 、 貫 通 孔 を 通 過 す る 経 路 が フ ィ ル タ 経 路 と な る 。 貫 通 孔 の 孔 径 は  200μ ｍ
以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。  200μ ｍ の 貫 通 孔 の 場 合 に は 、 初 期 に は 貫 通 孔 か ら PMが す り
抜 け る が 、 PMが 付 着 し て く る と 孔 径 が 10～ 50μ ｍ 程 度 と な っ て PM捕 集 能 が 発 現 さ れ る 。 な
お 触 媒 層 を も つ 場 合 に は 、 触 媒 層 を 形 成 後 に 貫 通 孔 の 径 が  200μ ｍ 以 下 で あ れ ば よ い 。 こ
の よ う な 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 波 板 と し て は 、 例 え ば 独 国 実 用 新 案  20,117,873 U1号 に 記 載
の も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、  DPFの セ ル 隔 壁 に PMの 通 過 を 許 容 す る 大 き な 貫 通 孔 を 形 成 し
た も の と す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 PMの 一 部 は セ ル 隔 壁 中 に 捕 集 さ れ 、 大 き な 貫 通 孔
に よ っ て 排 気 圧 損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 金 属 薄 板 製 で 第 １ 山 部 と 第 １ 谷 部 と が 交 互 に 連 続 す る 山 谷 部 を も つ 波 状 板 と 平 板
と が 交 互 に 積 層 さ れ て な り 、 第 １ 山 部 と 波 状 板 の 下 側 の 平 板 と で 形 成 さ れ た 第 １ 通 路 と 、
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　 第 １ 通 路 に 形 成 さ れ 、 下 流 側 が 上 方 に 傾 斜 し た 第 ２ 谷 部 と 波 状 板 の 上 側 の 平 板 か ら な る
第 １ フ ィ ル タ 経 路 と 、 第 ２ 谷 部 と 波 状 板 の 下 側 の 平 板 か ら な る 第 １ フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と 、
　 第 １ 通 路 の 両 側 の 第 １ 谷 部 と 波 状 板 の 上 側 の 平 板 と で 形 成 さ れ た 第 ２ 通 路 と 、 第 ２ 通 路
に 形 成 さ れ 下 流 側 が 下 方 に 傾 斜 し た 第 ２ 山 部 と 波 状 板 の 下 側 の 平 板 か ら な る 第 ２ フ ィ ル タ
経 路 と 、 第 ２ 山 部 と 波 状 板 の 上 側 の 平 板 か ら な る 第 ２ フ ィ ル タ 迂 回 経 路 と 、 を 有 し 、 第 ２
谷 部 の 底 部 の 深 さ は 第 １ 山 部 の 頂 部 の 高 さ よ り 浅 く 、 第 ２ 山 部 の 頂 部 の 高 さ は 第 １ 谷 部 の
底 部 の 深 さ よ り 低 い も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 １ フ ィ ル タ 経 路 か ら 第 ２ 通 路 へ 排 ガ ス が 流 通 可 能 な 開 口 、 又 は 、 第 ２ フ ィ ル タ
経 路 か ら 第 １ 通 路 へ 排 ガ ス が 流 通 可 能 な 開 口 の 少 な く と も 一 方 を さ ら に 有 す る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 平 板 と し て は 、 金 属 薄 板 製 の も の に 表 裏 を 貫 通 す る 連 通 孔 を 形 成 し た も の 、 あ る い は 金
属 繊 維 集 積 体 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 用 い ら れ て い る 波 状 板 は 、 独 国 実 用 新 案  2
0,117,873 U1号 に 記 載 さ れ た も の と 同 様 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 波 状 板 は 、 全 て の 層 で 同 じ 向 き 及 び 同 じ 位 相 と な る よ う に 積 層 し て も よ い し 、 交 互 に  1
80度 異 な る 向 き と な る よ う に 、 あ る い は 位 相 が 異 な る よ う に 積 層 す る こ と も で き る 。 す な
わ ち 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 対 し て 直 角 な 断 面 で 切 断 し た 時 に 、 第 １ 、 第 ２ の 各 通 路 が そ れ ぞ れ
同 一 断 面 位 置 に あ っ て も よ い し 、 異 な る 断 面 位 置 に あ っ て も よ い 。 し か し 、 フ ィ ル タ 経 路
の 平 板 を 介 し た 反 対 側 に は 、 隣 接 す る 波 状 板 の 凹 部 が 存 在 し て い る こ と が 望 ま し い 。 こ れ
に よ り 平 板 を 通 過 し た 排 ガ ス の 流 れ が 妨 げ ら れ る こ と な く 、 PMの 捕 集 効 率 が よ り 向 上 す る
と と も に 排 気 圧 損 の 上 昇 を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 隣 接 す る 波 状 板 の 凹 部 と は 、 隣 接 す る 波 状 板 が 上 方 に 位 置 す る 場 合 に は 第 １ 山 部 及
び 第 ２ 山 部 の 一 方 を 指 し 、 隣 接 す る 波 状 板 が 下 方 に 位 置 す る 場 合 に は 第 １ 谷 部 及 び 第 ２ 谷
部 の 一 方 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 波 状 板 は 、 第 １ 山 部 と 第 １ 谷 部 と が 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 略 直 角 方 向 に 交 互 に 連 続 し た 山 谷
部 を 有 し 、 こ の 山 谷 部 が 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 第 ２ 谷 部 又 は 第 ２ 山 部 を 隔 て て 複 数 個 形 成 さ れ
て い る 。 第 １ 山 部 の 下 流 側 に 第 ２ 谷 部 が 形 成 さ れ 、 第 １ 通 路 と 第 １ フ ィ ル タ 経 路 と が 直 列
に 連 続 し て い る 。 ま た 第 ２ 谷 部 よ り 下 流 側 の 第 １ 谷 部 に 第 ２ 山 部 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 通 路 と
第 ２ フ ィ ル タ 経 路 と が 直 列 に 連 続 し て い る 。 第 １ フ ィ ル タ 迂 回 経 路 は 、 第 １ フ ィ ル タ 経 路
と 並 列 し て 第 １ 通 路 と 直 列 に 連 続 し て い る 。 第 ２ フ ィ ル タ 迂 回 経 路 は 、 第 ２ フ ィ ル タ 経 路
と 並 列 し て 第 ２ 通 路 と 直 列 に 連 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ フ ィ ル タ 経 路 は 上 流 側 が 第 １ 通 路 に 連 通 し 、 下 流 側 端 部 が 絞 ら れ て い る 。 こ の 絞 り
は 目 詰 め な ど に よ っ て 行 う こ と も で き る が 、 第 １ 山 部 を 変 形 さ せ る こ と で 形 成 さ れ 下 流 側
端 部 が 第 １ 山 部 の 頂 部 に 滑 ら か に 連 続 し て い る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 下 流 側 に 向 か っ
て 徐 々 に 高 さ が 高 く な る 斜 面 で 絞 ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 第
１ フ ィ ル タ 経 路 を 流 れ る 排 ガ ス に は フ ィ ル タ 経 路 に 存 在 す る 上 側 の 平 板 に 向 か う ベ ク ト ル
が 生 成 す る の で 、 PM捕 集 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 山 部 と 下 側 の 平 板 と で 形 成 さ れ る 第 ２ フ ィ ル タ 経 路 は 、 上 流 側 が 第 ２ 通 路 に 連 通 し
、 下 流 側 端 部 が 絞 ら れ て い る 。 こ の 絞 り は 目 詰 め な ど に よ っ て 行 う こ と も で き る が 、 第 １
谷 部 を 変 形 さ せ る こ と で 形 成 さ れ 下 流 側 端 部 が 第 １ 谷 部 の 底 部 に 滑 ら か に 連 続 し て い る こ
と が 望 ま し い 。 す な わ ち 下 流 側 に 向 か っ て 徐 々 に 高 さ が 低 く な る 斜 面 で 絞 ら れ て い る こ と
が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 第 ２ フ ィ ル タ 経 路 を 流 れ る 排 ガ ス に は フ ィ ル タ 経 路
に 存 在 す る 下 側 の 平 板 に 向 か う ベ ク ト ル が 生 成 す る の で 、 PM捕 集 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 第 １ フ ィ ル タ 経 路 か ら 第 ２ 通 路 へ 排 ガ ス が 流 通 可 能 な 開 口 は 、 第 ２ 谷 部 の 周 壁 に 貫 通 孔
を 形 成 し て も よ い が 、 第 ２ 谷 部 の 両 側 に 第 １ 山 部 の 高 さ よ り 低 い 側 壁 を 形 成 す る こ と が 望
ま し い 。 ま た 第 ２ フ ィ ル タ 経 路 か ら 第 １ 通 路 へ 排 ガ ス が 流 通 可 能 な 開 口 は 、 第 ２ 山 部 の 両
側 に 第 １ 谷 部 の 深 さ よ り 浅 い 側 壁 を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 波
状 板 を 一 枚 の 金 属 薄 板 か ら コ ル ゲ ー ト 加 工 に よ り 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 金 属 薄 板 よ り な り 山 部 と 谷 部 と が 排 ガ ス 流 れ 方 向 と 交 差 す る
方 向 に 交 互 に 連 続 す る 波 状 板 と 、 ガ ス 透 過 性 の 平 板 と 、 が 交 互 に 積 層 さ れ て な り 、
　 山 部 は 山 高 さ が 低 く な る こ と で 形 成 さ れ た 凹 状 の 中 間 谷 部 を 有 し 、 中 間 谷 部 は 隣 接 す る
谷 部 か ら 排 ガ ス が 分 岐 し て 流 入 可 能 な 分 岐 部 と そ の 下 流 側 で 山 部 に 連 通 す る 開 口 と よ り な
る フ ィ ル タ 迂 回 経 路 を 構 成 し 、
　 谷 部 は 谷 深 さ が 浅 く な る こ と で 形 成 さ れ た 凸 状 の 中 間 山 部 を 有 し 、 中 間 山 部 と 隣 接 す る
両 側 の 山 部 と 山 部 に 接 す る 平 板 と で 流 路 が 閉 塞 さ れ た フ ィ ル タ 経 路 を 構 成 し 、
　 フ ィ ル タ 経 路 内 の 圧 力 が 高 ま っ た 場 合 に 、 谷 部 を 流 れ る 排 ガ ス の 少 な く と も 一 部 が フ ィ
ル タ 経 路 か ら フ ィ ル タ 経 路 の 上 流 側 に 存 在 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路 を 通 過 し て 隣 接 す る 山 部
に 流 入 す る よ う に 構 成 さ れ た も の が 特 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 場 合 も 波 状 板 は 、 全 て の 層 で 同 じ 向 き 及 び 同 じ 位 相 と な る よ う に 積 層 し て も よ い し
、 交 互 に  180度 異 な る 向 き と な る よ う に 、 あ る い は 位 相 が 異 な る よ う に 積 層 す る こ と も で
き る 。 し か し 、 フ ィ ル タ 経 路 の 平 板 を 介 し た 反 対 側 に は 、 隣 接 す る 波 状 板 の 凹 部 が 存 在 し
て い る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 平 板 を 透 過 し た 排 ガ ス の 流 れ が 妨 げ ら れ る こ と な く 、
PMの 捕 集 効 率 が よ り 向 上 す る と と も に 排 気 圧 損 の 上 昇 を よ り 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 隣 接 す る 波 状 板 の 凹 部 と は 、 隣 接 す る 波 状 板 が 上 方 に 位 置 す る 場 合 に は 山 部 を 指 し
、 隣 接 す る 波 状 板 が 下 方 に 位 置 す る 場 合 に は 谷 部 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 中 間 谷 部 あ る い は 中 間 山 部 は 、 山 部 又 は 谷 部 を 変 形 さ せ る こ と で 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 上
流 側 端 部 が 底 部 又 は 頂 部 に 向 か っ て 滑 ら か に 連 続 し て い る こ と が 望 ま し い 。 す な わ ち 上 流
側 に 向 か っ て 徐 々 に 高 さ が 低 く な る 、 あ る い は 高 く な る 斜 面 で 閉 塞 さ れ て い る こ と が 好 ま
し い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 フ ィ ル タ 導 入 経 路 内 の 排 ガ ス に は フ ィ ル タ 経 路 に 存 在 す る
平 板 に 向 か う ベ ク ト ル が 生 成 す る の で 、 PM捕 集 効 率 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 フ ィ ル タ 経 路 に お け る 平 面 視 で の 波 状 板 の 開 口 面 積 は 、 平 面 視 に お け る 波 状 板 の 合 計 開
口 面 積 の 30％ 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。 平 面 視 で の 波 状 板 の 開 口 面 積 が 合 計 開 口 面 積 の
30％ 未 満 で は 、 平 板 の 利 用 面 積 が 低 下 し PM捕 集 効 率 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。 ま た フ ィ ル タ
経 路 の 合 計 容 積 は 、 山 部 及 び 谷 部 の 合 計 容 積 の 50％ 以 上 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 比 率
が 50％ 未 満 に な る と 、 PMの 捕 集 効 率 が 低 下 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た フ ィ ル タ 経 路 か ら そ の 上 流 側 の フ ィ ル タ 迂 回 経 路 ま で の 距 離 が 長 い ほ ど PMの 捕 集 効
率 が 向 上 す る が 、 反 面 、 排 気 圧 損 が 上 昇 し や す く な る 。 し た が っ て そ の 距 離 に は 最 適 値 が
あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 少 な く と も 上 流 側 端 面 か ら 下 流 側 へ ５ mm以 上 の 部 分 の 開 口 率 が 60
％ 以 上 で あ る こ と が 望 ま し く 、 フ ィ ル タ 迂 回 経 路 の 平 均 開 口 面 積 が 0.5mm 2 以 上 で あ る こ と
が 望 ま し く 、 ま た 分 岐 し な が ら 流 通 す る ガ ス の 行 程 の 平 均 値 が 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 全 長 よ
り 長 い こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 排 気 圧 損 の 上 昇 を 効 果 的 に 抑 制 で き 、 撹 拌 作 用 及 び 乱
流 化 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 フ ィ ル タ 触 媒 は 、 排 ガ ス 下 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 入 側 セ ル と 、 流 入 側 セ ル に 隣 接 し 排 ガ
ス 上 流 側 で 目 詰 め さ れ た 流 出 側 セ ル と 、 流 入 側 セ ル と 流 出 側 セ ル を 区 画 し 多 数 の 細 孔 を 有
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す る 多 孔 質 の セ ル 隔 壁 と か ら な る ハ ニ カ ム 構 造 体 と 、 セ ル 隔 壁 の 表 面 及 び 細 孔 内 表 面 に 形
成 さ れ 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 触 媒 層 と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ハ ニ カ ム 構 造 体 は 、 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 、 炭 化 ケ イ 素 な ど の 耐 熱 性 セ ラ ミ ッ ク ス か ら 製 造
す る こ と が で き る 。 例 え ば コ ー デ ィ エ ラ イ ト 粉 末 を 主 成 分 と す る 粘 土 状 の ス ラ リ ー を 調 製
し 、 そ れ を 押 出 成 形 な ど で 成 形 し 、 焼 成 す る 。 コ ー デ ィ エ ラ イ ト 粉 末 に 代 え て 、 ア ル ミ ナ
、 マ グ ネ シ ア 及 び シ リ カ の 各 粉 末 を コ ー デ ィ エ ラ イ ト 組 成 と な る よ う に 配 合 す る こ と も で
き る 。 そ の 後 、 一 端 面 の セ ル 開 口 を 同 様 の 粘 土 状 の ス ラ リ ー な ど で 市 松 状 な ど に 目 封 じ し
、 他 端 面 で は 一 端 面 で 目 封 じ さ れ た セ ル に 隣 接 す る セ ル の セ ル 開 口 を 目 封 じ す る 。 そ の 後
焼 成 な ど で 目 封 じ 材 を 固 定 す る こ と で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ハ ニ カ ム 構 造 体 の セ ル 隔 壁 に 細 孔 を 形 成 す る に は 、 上 記 し た ス ラ リ ー 中 に カ ー ボ ン 粉 末
、 木 粉 、 澱 粉 、 樹 脂 粉 末 な ど の 可 燃 物 粉 末 な ど を 混 合 し て お き 、 可 燃 物 粉 末 が 焼 成 時 に 消
失 す る こ と で 細 孔 を 形 成 す る こ と が で き 、 可 燃 物 粉 末 の 粒 径 及 び 添 加 量 を 調 整 す る こ と で
表 面 空 孔 及 び 内 部 細 孔 の 径 の 分 布 と 開 口 面 積 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ハ ニ カ ム 構 造 体 の セ ル 隔 壁 に お け る 細 孔 分 布 は 、 従 来 の  DPFと 同 様 に 、 気 孔 率 が 40～ 80
％ 、 平 均 細 孔 径 が 10～ 50μ ｍ の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 気 孔 率 ま た は 平 均 細 孔 径 が こ の
範 囲 か ら 外 れ る と 、 PMの 捕 集 効 率 が 低 下 し た り 、 排 気 圧 損 が 上 昇 し た り す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 セ ル 隔 壁 の 表 面 及 び 細 孔 内 表 面 に は 、 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 触 媒 層 が 形
成 さ れ て い る 。 こ の 触 媒 層 は 、 酸 化 触 媒 あ る い は 三 元 触 媒 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 こ
の 場 合 酸 化 物 担 体 は 、 ア ル ミ ナ 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 チ タ ニ ア な ど の 酸 化 物 あ る い は こ
れ ら の 複 数 種 か ら な る 複 合 酸 化 物 を 用 い る こ と が で き る 。 触 媒 金 属 と し て は 、 Pt、 Rh、 Pd
、 Ir、 Ruな ど の 白 金 族 の 貴 金 属 か ら 選 ば れ た 一 種 あ る い は 複 数 種 を 用 い る こ と が 好 ま し い
。 触 媒 金 属 の 担 持 量 は 、 ハ ニ カ ム 構 造 体 の 体 積 １ Ｌ あ た り  0.1～ ５ ｇ と す る の が 好 ま し い
。 担 持 量 が こ れ よ り 少 な い と 活 性 が 低 す ぎ て 実 用 的 で な く 、 こ の 範 囲 よ り 多 く 担 持 し て も
活 性 が 飽 和 す る と と も に コ ス ト ア ッ プ と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 触 媒 層 は 、 ア ル カ リ 金 属 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 及 び 希 土 類 元 素 か ら 選 ば れ る NO x  吸 蔵 材 を
さ ら に 含 む NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 か ら 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 触 媒 層 に NO x  吸 蔵 材 を 含 め ば
、 触 媒 金 属 に よ る 酸 化 に よ っ て 生 成 し た NO 2  を NO x  吸 蔵 材 に 吸 蔵 で き る の で 、 NO x  の 浄 化
活 性 が さ ら に 向 上 す る 。 NO x  吸 蔵 材 の 担 持 量 は 、 ハ ニ カ ム 構 造 体 の 体 積 １ リ ッ ト ル あ た り
0.05～ 0.45モ ル の 範 囲 と す る こ と が 好 ま し い 。 担 持 量 が こ れ よ り 少 な い と 活 性 が 低 す ぎ て
実 用 的 で な く 、 こ の 範 囲 よ り 多 く 担 持 す る と 触 媒 金 属 を 覆 っ て 活 性 が 低 下 す る よ う に な る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 触 媒 層 は 、 Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 か ら 形 成 す る こ と も 好 ま し い 。 こ の 場 合 酸 化 物 担
体 は 、 ゼ オ ラ イ ト 、 ア ル ミ ナ 、 セ リ ア 、 ジ ル コ ニ ア 、 チ タ ニ ア 、 バ ー ナ ジ ア な ど の 酸 化 物
あ る い は こ れ ら の 複 数 種 か ら な る 複 合 酸 化 物 を 用 い る こ と が で き る 。 触 媒 金 属 と し て は Cu
が 代 表 的 に 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ハ ニ カ ム 構 造 体 に 触 媒 層 を 形 成 す る に は 、 酸 化 物 粉 末 あ る い は 複 合 酸 化 物 粉 末 を ア ル ミ
ナ ゾ ル な ど の バ イ ン ダ 成 分 及 び 水 と と も に ス ラ リ ー と し 、 そ の ス ラ リ ー を セ ル 隔 壁 に 付 着
さ せ た 後 に 焼 成 し 、 そ の 後 に 触 媒 金 属 を 担 持 す れ ば よ い 。 ま た 酸 化 物 粉 末 あ る い は 複 合 酸
化 物 粉 末 に 予 め 触 媒 金 属 を 担 持 し た 触 媒 粉 末 か ら ス ラ リ ー を 調 製 す る こ と も で き る 。 ス ラ
リ ー を セ ル 隔 壁 に 付 着 さ せ る に は 通 常 の 浸 漬 法 を 用 い る こ と が で き る が 、 エ ア ブ ロ ー あ る
い は 吸 引 に よ っ て 、 セ ル 隔 壁 の 細 孔 に 強 制 的 に ス ラ リ ー を 充 填 す る と と も に 、 細 孔 内 に 入
っ た ス ラ リ ー の 余 分 な も の を 除 去 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 触 媒 層 の 形 成 量 は 、 ハ ニ カ ム 構 造 体 の 体 積 １ Ｌ あ た り 30～  200ｇ と す る こ と が 好 ま し い
。 触 媒 層 が 30ｇ ／ Ｌ 未 満 で は 、 触 媒 金 属 あ る い は NO x  吸 蔵 材 の 耐 久 性 の 低 下 が 避 け ら れ ず
、  200ｇ ／ Ｌ を 超 え る と 圧 損 が 高 く な り す ぎ て 実 用 的 で は な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 及 び フ ィ ル タ 触 媒 は 、 排 ガ ス の 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て こ の 順 に
直 列 に 配 置 さ れ る 。 間 隔 を 隔 て て 配 置 す る こ と も で き る が 、 排 ガ ス の 温 度 低 下 を 抑 制 す る
た め な ど に は 、 互 い に 隣 接 し て 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 及 び フ ィ
ル タ 触 媒 の 構 成 比 率 は 、 体 積 比 で 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ： フ ィ ル タ 触 媒 ＝ １ ～ ５ ： ５ ～ １ の 範
囲 と す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に は 、 酸 化 物 担 体 に 触 媒 金 属 を 担 持 し て な る 酸 化 触 媒 層 を 形 成 す る こ
と が さ ら に 望 ま し い 。 こ れ に よ り 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に 捕 集 さ れ た PMを 酸 化 す る こ と が で き
、 ま た NOの 酸 化 に よ っ て 酸 化 活 性 の 高 い NO 2  が 生 成 す る の で 、 フ ィ ル タ 触 媒 に 捕 集 さ れ た
PMの 酸 化 が 促 進 さ れ る 。 そ し て 液 体 還 元 剤 を 添 加 す る シ ス テ ム に 用 い た 場 合 に は 、 液 体 還
元 剤 を 酸 化 す る こ と で ガ ス 化 が 促 進 さ れ 、 フ ィ ル タ 触 媒 に お け る NO x  の 浄 化 性 能 が 向 上 す
る 。 ま た 尿 素 を 添 加 す る シ ス テ ム に 用 い た 場 合 に は 、 HC及 び COの 酸 化 に よ る 反 応 熱 に よ っ
て 半 フ ィ ル タ 構 造 体 が 昇 温 さ れ る の で 、 尿 素 水 の 分 解 が 促 進 さ れ フ ィ ル タ 触 媒 に お け る NO

x  の 浄 化 性 能 が 向 上 す る 。 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 触 媒 層 は 、 少 な く と も 白 金 族 貴 金 属 を 含 み
、 フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 と 同 様 の も の と す る こ と が で き る
　 な お 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に お い て 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の さ ら に 上 流 側 に 酸 化 触 媒 、
三 元 触 媒 、 NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 あ る い は  DPFな ど を 配 置 し て も よ い し 、 フ ィ ル タ 触 媒 の さ ら
に 下 流 側 に 酸 化 触 媒 、 三 元 触 媒 NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 あ る い は  DPFな ど を 配 置 す る こ と も で き
る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 下 、 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ に 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 。 こ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 は 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １
と 、 フ ィ ル タ 触 媒 ２ と が 、 排 ガ ス 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て こ の 順 に 隣 接 し て 触 媒 コ ン
バ ー タ ３ 内 に 配 置 さ れ て な る 。 触 媒 コ ン バ ー タ ３ は 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 30の 排 気 マ ニ ホ
ー ル ド 31に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 排 気 マ ニ ホ ー ル ド 31に は 噴 射 ノ ズ ル 32が 配 置 さ れ 、 排 ガ
ス 中 に 軽 油 が 間 欠 的 に 噴 射 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 排 気 マ ニ ホ ー ル ド 31か ら の
排 ガ ス の 一 部 は 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 33及 び イ ン タ ー ク ー ラ ー 34を 介 し て デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ
ン 30の イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド 35に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 厚 さ 50μ ｍ の メ タ ル 製 の 平 板 10と 波 板 11と
が 交 互 に 積 層 さ れ て な り セ ル 密 度  200セ ル ／ inch 2  、 直 径  130mm、 体 積  0.5Ｌ の ハ ニ カ ム
構 造 体 と 、 平 板 10及 び 波 板 11の 表 面 に 形 成 さ れ た 図 示 し な い 酸 化 触 媒 層 と 、 か ら 構 成 さ れ
て い る 。 平 板 10に は 約 0.004mm 2 の 大 き さ で 表 裏 を 貫 通 す る 切 欠 き 12が 多 数 形 成 さ れ 、 切 欠
き 12の 切 り 起 こ し 部 が 表 面 側 及 び 裏 面 側 に 交 互 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 示 し な い 酸 化 触 媒 層 は 、 γ -Al 2 O 3 粉 末 に Ptが 担 持 さ れ て な る 触 媒 粉 末 か ら な り 、 ハ ニ
カ ム 構 造 体 １ Ｌ あ た り の コ ー ト 量 は  150ｇ 、 Ptの 担 持 量 は ２ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 し た が っ て 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １ を 流 通 す る 排 ガ ス は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 板 10と 波 板
11で 形 成 さ れ る セ ル 通 路 13を 進 む も の と 、 切 欠 き 12か ら 隣 接 す る セ ル 通 路 13に 流 入 す る も
の に 複 雑 に 分 岐 す る 。 切 欠 き 12は 、 酸 化 触 媒 層 に よ っ て 孔 径 が 縮 小 さ れ 、 そ の 部 分 で PMの
一 部 を 捕 集 す る こ と が で き る の で 、 そ の 部 分 に フ ィ ル タ 経 路 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 捕 集
さ れ た PMは 、 酸 化 触 媒 層 に よ っ て 酸 化 燃 焼 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 切 欠 き 12に PMが 堆 積 す る と 、 排 ガ ス は 他 の 広 い 流 路 を 通 過 し 、 そ の 部 分 に フ ィ ル
タ 迂 回 経 路 が 形 成 さ れ る た め 排 気 圧 損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。 そ し て 排 ガ ス は 複 雑 に 分 岐 す
る こ と で 撹 拌 作 用 が 奏 さ れ 、 排 ガ ス 中 に 添 加 さ れ た 軽 油 と 排 ガ ス と が 十 分 に 混 合 さ れ る 。
ま た 酸 化 触 媒 層 に よ っ て 軽 油 の 酸 化 が 促 進 さ れ る 。 そ の 結 果 、 軽 油 の ガ ス 化 が 促 進 さ れ 、
フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 上 流 側 端 面 に 軽 油 が 付 着 し そ れ に PMが 付 着 堆 積 す る よ う な 不 具 合 が 抑 制
さ れ る と と も に 、 フ ィ ル タ 触 媒 ２ に お け る NO x  還 元 反 応 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 下 、 フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 製 造 方 法 を 説 明 し 、 構 成 の 詳 細 な 説 明 に 代 え る 。 先 ず コ ー ジ ェ
ラ イ ト 製 の ウ ォ ー ル フ ロ ー 構 造 の ハ ニ カ ム 構 造 体 を 用 意 し た 。 こ の ハ ニ カ ム 構 造 体 は 約 ２
リ ッ ト ル の 体 積 を 有 し 、 セ ル 数 が  300／ inch 2  （ 46.5セ ル ／ cm 2  ） で 厚 さ  0.3mmの セ ル 隔
壁 を 有 し て い る 。 セ ル 隔 壁 の 気 孔 率 は 65％ で あ り 、 平 均 細 孔 径 は 25μ ｍ で あ る 。 こ の ハ ニ
カ ム 構 造 体 は 、 上 流 側 端 面 が 目 詰 め さ れ 下 流 側 端 面 で 目 詰 め さ れ て い な い 流 出 側 セ ル と 、
下 流 側 端 面 が 目 詰 め さ れ 上 流 側 端 面 が 目 詰 め さ れ て い な い 流 入 側 セ ル と が 交 互 に 配 置 さ れ
て い る 。 流 出 側 セ ル と 流 入 側 セ ル と は 、 セ ル 隔 壁 に よ っ て 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 ア ル ミ ナ 、 チ タ ニ ア 、 ジ ル コ ニ ア 及 び セ リ ア の 各 粉 末 が 水 中 に 分 散 さ れ た 混 合 ス
ラ リ ー を 用 意 し 、 ウ オ ッ シ ュ コ ー ト 法 に て 上 記 ハ ニ カ ム 構 造 体 の セ ル 隔 壁 表 面 及 び セ ル 隔
壁 内 部 の 細 孔 表 面 に コ ー ト 層 を  150ｇ ／ Ｌ 形 成 し た 。 そ の 後 、 吸 水 担 持 法 に て Ptを ２ ｇ ／
Ｌ 担 持 し て 焼 成 し 、 吸 水 担 持 法 に て Li、 Ba及 び Ｋ を そ れ ぞ れ  0.3モ ル ／ Ｌ 、 0.05モ ル ／ Ｌ
、  0.025モ ル ／ Ｌ 担 持 し た 後  500℃ で 焼 成 し て 、 フ ィ ル タ 触 媒 ２ を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ＜ 試 験 ＞
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １ 及 び フ ィ ル タ 触 媒 ２ を 、 排 ガ ス 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て こ の 順
に 隣 接 し て 触 媒 コ ン バ ー タ ３ 内 に 配 置 し 、 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 と し た 。 そ し て 触 媒
コ ン バ ー タ ３ を 排 気 量 ２ Ｌ の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 30の 排 気 系 に 搭 載 し 、  650℃ で 50時 間 の
耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン 30を 回 転 数  2900rpm、 入 り ガ ス 温 度  300℃ で 駆
動 し た 。 そ し て 噴 射 ノ ズ ル 32か ら 軽 油 を 10秒 毎 に  0.1秒 間 の 割 合 で 間 欠 的 に 添 加 し た 。 軽
油 添 加 時 の  A/Fは 14.2に な る よ う に 調 整 し た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 条 件 下 に お い て 、 NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し た 。 ま た PM捕 集 能 の 再 生 処 理 と
し て  300℃ の 排 ガ ス を 流 通 さ せ な が ら 、 噴 射 ノ ズ ル 32か ら 軽 油 を  A/Fが  2.5に な る よ う に
連 続 的 に 添 加 し 、 フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 到 達 最 高 温 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 （ 実 施 例 ２ ）
　 本 実 施 例 は 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 が 異 な る こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 の 構 成 で あ る 。 図 ４
に 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 斜 視 図 を 、 図 ５ に 波 状 板 の
要 部 斜 視 図 を 、 図 ６ ～ ８ に 要 部 拡 大 断 面 図 を 示 す 。 こ の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 は 、 厚 さ 65μ ｍ
の 波 状 板 ４ と 平 板 ５ と が 交 互 に 積 層 さ れ て な り 、 平 板 ５ に は 表 裏 を 貫 通 す る 貫 通 孔 50が 形
成 さ れ 、 波 状 板 ４ 及 び 平 板 ５ の 表 面 に は 実 施 例 １ と 同 様 の 図 示 し な い 酸 化 触 媒 層 が 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 酸 化 触 媒 層 に よ っ て 、 貫 通 孔 50は 約  200μ ｍ の 直 径 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 波 状 板 ４ は 、 山 部 40と 谷 部 41が 排 ガ ス 流 れ 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 交 互 に 連 続
し て い る 。 山 部 40に は 、 凹 状 の 中 間 谷 部 42が 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 平 行 に 互 い に 間 隔 を 隔 て て
複 数 個 形 成 さ れ て い る 。 中 間 谷 部 42は 排 ガ ス 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 徐 々 に 高 さ が 低
く な り 、 そ の 先 端 は 切 り 欠 か れ て 再 び 山 部 40に 連 通 す る 開 口 43が 形 成 さ れ て い る 。 中 間 谷
部 42の 底 部 の 深 さ は 、 谷 部 41の 底 部 の 位 置 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 谷 部 41に は 、 凸 状 の 中 間 山 部 44が 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 平 行 に 互 い に 間 隔 を 隔 て て 複 数
個 形 成 さ れ て い る 。 中 間 山 部 44は 、 排 ガ ス 流 れ 方 向 に お い て 二 つ の 中 間 谷 部 42の 間 に 配 置
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さ れ 、 そ の 高 さ は 山 部 40の 高 さ と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 複 数 の 波 状 板 ４ は 、 図 ６ に も 示 す よ う に 、 中 間 谷 部 42及 び 中 間 山 部 44の 位 相 が 排 ガ ス 流
れ 方 向 及 び 排 ガ ス 流 れ 方 向 と 直 角 方 向 で そ れ ぞ れ 同 一 と な る よ う に 積 層 さ れ 、 半 フ ィ ル タ
構 造 体 の 排 ガ ス 流 れ 方 向 に 直 角 に 切 断 し た 断 面 に お い て 中 間 谷 部 42及 び 中 間 山 部 44は そ れ
ぞ れ 同 一 位 置 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 山 部 40は 上 側 の 平 板 ５ に 当 接 し 、 谷 部 41
は 下 側 の 平 板 ５ に 当 接 し て い る 。 な お 図 ６ は 模 式 図 で あ る た め に 平 板 ５ と 中 間 谷 部 42及 び
中 間 山 部 44と の 間 に 隙 間 が あ る が 、 上 流 側 端 面 で は 、 山 部 40及 び 谷 部 41と 平 板 ５ と の 積 層
構 造 と な り 、 隙 間 は な い の で 問 題 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 で は 、 図 ７ ～ 図 10に 示 す よ う に 、 波 状 板 ４ の 表 面 側 で は 、 中 間 山
部 44と 隣 接 す る 両 側 の 山 部 40と 上 側 の 平 板 ４ と で 流 路 が 閉 塞 さ れ た フ ィ ル タ 経 路  100が 形
成 さ れ て い る 。 ま た 波 状 板 ４ の 裏 面 側 で は 、 中 間 谷 部 42と 隣 接 す る 両 側 の 谷 部 41と 下 側 の
平 板 ５ と で 流 路 が 閉 塞 さ れ た フ ィ ル タ 経 路  101が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て フ ィ ル タ 経 路  1
00の 上 流 側 で は 、 中 間 谷 部 42の 位 置 で 山 部 40の 高 さ が 低 く な り 、 開 口 43が 形 成 さ れ て い る
の で 、 谷 部 41を 流 れ る 排 ガ ス は 両 側 の 開 口 43か ら 両 側 の 山 部 40へ 流 入 可 能 で あ り 、 そ の 部
分 に フ ィ ル タ 迂 回 経 路  200が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 裏 面 側 で は 、 フ ィ ル タ 経 路  101の 上 流
側 の 中 間 山 部 44の 位 置 で 谷 部 41の 深 さ が 浅 く な り 、 開 口 45が 形 成 さ れ て い る の で 、 山 部 40
を 流 れ る 排 ガ ス は 両 側 の 開 口 45か ら 両 側 の 谷 部 41へ 流 入 可 能 で あ り 、 そ の 部 分 に も フ ィ ル
タ 迂 回 経 路  201が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 し た が っ て 本 実 施 例 の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に よ れ ば 、 図 ７ ～ 10に 示 す よ う に 、 谷 部 41と 上
側 の 平 板 ５ と の 間 に 形 成 さ れ た 流 路 を 流 れ る 排 ガ ス は 、 中 間 山 部 44に 衝 突 し 、 上 側 の 平 板
５ の PM捕 集 量 が 少 な い 状 態 で は 、 大 部 分 の 排 ガ ス は 上 側 の 平 板 ５ を 透 過 し て 平 板 ５ の 反 対
側 に 存 在 す る 波 状 板 ４ の 谷 部 41に 流 入 し 、 PMの 大 部 分 が 平 板 ５ で 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 PM捕 集 量 が 増 大 し て フ ィ ル タ 経 路  100に お け る 排 ガ ス の 圧 力 が 高 く な る と 、 図 ８ の 点 線
に 示 す よ う に 、 排 ガ ス は 上 流 側 に 存 在 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路  200に お け る 中 間 谷 部 42か ら
開 口 43を 通 過 し て 隣 接 す る 山 部 40に 分 岐 流 入 す る 。 し た が っ て 排 気 圧 損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 同 様 に 山 部 40と 下 側 の 平 板 ５ の 間 に 形 成 さ れ た 流 路 を 流 れ る 排 ガ ス は 、 図 ９ に 示 す よ う
に 中 間 谷 部 42に 衝 突 し 、 下 側 の 平 板 ５ の PM捕 集 量 が 少 な い 状 態 で は 、 大 部 分 の 排 ガ ス は 下
側 の 平 板 ５ を 透 過 し て 平 板 ５ の 反 対 側 に 存 在 す る 波 状 板 ４ の 谷 部 41に 流 入 し 、 PMの 大 部 分
が 平 板 ５ で 捕 集 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 PM捕 集 量 が 増 大 し て フ ィ ル タ 経 路  101に お け る 排 ガ ス の 圧 力 が 高 く な る と 、 図 10の 点 線
に 示 す よ う に 、 排 ガ ス は 上 流 側 に 存 在 す る フ ィ ル タ 迂 回 経 路  201に お け る 中 間 山 部 44か ら
開 口 45を 通 過 し て 隣 接 す る 谷 部 41に 分 岐 流 入 す る 。 し た が っ て 排 気 圧 損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 実 施 例 の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に よ れ ば 、 排 ガ ス 流 入 側 端 面 か ら 流 出 側 端 面 に 向 か っ て 上
記 サ イ ク ル が 連 続 的 に 繰 り 返 さ れ る こ と で 、 フ ィ ル タ 経 路  100、  101に お い て 平 板 ２ に PM
が 捕 集 さ れ る 。 そ し て 多 数 の フ ィ ル タ 経 路  100、  101が 形 成 さ れ て い る の で 、 PMは 平 板 ５
の 全 体 に 均 一 に 分 散 し て 捕 集 さ れ る こ と と な り 、 捕 集 効 率 が 向 上 す る と と も に 、 PMが 捕 集
さ れ て も 排 気 圧 損 が 上 昇 し に く い 。 す な わ ち PM捕 集 効 率 の 向 上 と 、 排 気 圧 損 の 上 昇 の 抑 制
と が 両 立 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に お け る 半 フ ィ ル タ 構 造 体 で は 、 フ ィ ル タ 経 路  100、
 101に お け る 平 面 視 で の 波 状 板 ４ の 開 口 面 積 は 、 平 面 視 に お け る 波 状 板 ４ の 合 計 開 口 面 積
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の 約 40％ を 占 め 、 フ ィ ル タ 経 路  100、  101の 合 計 容 積 は 、 山 部 40及 び 谷 部 41の 合 計 容 積 の
約 50％ を 占 め て い る 。 こ れ に よ り 平 板 ５ の 利 用 面 積 が 大 き く 、 PMの 捕 集 効 率 が 高 く 排 気 圧
損 の 上 昇 が 抑 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 に 耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 同 様 に し て
NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し た 。 ま た 再 生 処 理 時 の フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 到 達 最 高 温 度 を
測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 触 媒 層 を 実 施 例 １ の フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 と 同 様 の NO x  吸 蔵 還 元 触
媒 か ら 形 成 し た こ と 以 外 は 実 施 例 ２ と 同 様 で あ る 。 そ し て 実 施 例 １ と 同 様 に 耐 久 処 理 を 行
っ た 後 、 同 様 に し て NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し た 。 ま た 再 生 処 理 時 の フ ィ ル タ 触 媒
２ の 到 達 最 高 温 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 平 板 ５ に 代 え て 金 属 製 フ ァ イ バ ー マ ッ ト を 用 い た こ と 、 触 媒 層 を 実
施 例 １ の フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 と 同 様 の NO x  吸 蔵 還 元 触 媒 か ら 形 成 し た こ と 以 外 は 実 施 例
２ と 同 様 で あ る 。 そ し て 実 施 例 １ と 同 様 に 耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 同 様 に し て NO x  浄 化 率 及
び PM酸 化 率 を 測 定 し た 。 ま た 再 生 処 理 時 の フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 到 達 最 高 温 度 を 測 定 し た 。 結
果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ 比 較 例 １ ）
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １ に 代 え て 、 通 常 の 平 板 と 波 板 を 交 互 に 積 層 し た だ け の ス ト レ ー ト フ
ロ ー 構 造 の メ タ ル ハ ニ カ ム 体 に 実 施 例 １ と 同 様 の 酸 化 触 媒 層 を 形 成 し た も の を 用 い た こ と
以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 そ し て 実 施 例 １ と 同 様 に 耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 同 様 に し て
NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し た 。 ま た 再 生 処 理 時 の フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 到 達 最 高 温 度 を
測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ 比 較 例 ２ ）
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 １ に 代 え て 、 通 常 の 平 板 と 波 板 を 交 互 に 積 層 し た だ け の ス ト レ ー ト フ
ロ ー 構 造 の メ タ ル ハ ニ カ ム 体 を 用 い 、 そ れ に 実 施 例 １ の フ ィ ル タ 触 媒 の 触 媒 層 と 同 様 の NO

x  吸 蔵 還 元 触 媒 か ら 触 媒 層 を 形 成 し た も の を 用 い た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 そ
し て 実 施 例 １ と 同 様 に 耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 同 様 に し て NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し
た 。 ま た 再 生 処 理 時 の フ ィ ル タ 触 媒 ２ の 到 達 最 高 温 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ＜ 評 価 ＞
【 ０ ０ ７ ９ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 表 １ よ り 各 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 は 比 較 例 に 比 べ て NO x  浄 化 率 及 び PM酸 化 率 が 共 に 高
く 、 到 達 最 高 温 度 も 高 い 。 こ れ は 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に お い て 軽 油 の 撹 拌 と 分 解 が 効 率 よ
く 進 行 し た こ と で 、 軽 油 が 効 率 よ く ガ ス 化 さ れ て 排 ガ ス と よ く 混 合 さ れ た 効 果 に よ る も の
と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 図 11に 本 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 。 こ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 は 、 ス ト レ ー ト フ ロ ー 構
造 の 酸 化 触 媒 ６ と 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ と 、 フ ィ ル タ 触 媒 ８ と が 、 排 ガ ス 上 流 側 か ら 下 流
側 に 向 か っ て こ の 順 に 隣 接 し て 触 媒 コ ン バ ー タ ３ 内 に 配 置 さ れ て な る 。 ま た 排 気 マ ニ ホ ー
ル ド  102に は 噴 射 ノ ズ ル を も た ず 、 酸 化 触 媒 ６ と 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ の 間 に 尿 素 水 を 添 加
す る 尿 素 水 イ ン ジ ェ ク タ ９ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 酸 化 触 媒 ６ は 、 コ ー ジ ェ ラ イ ト 製 の ス ト レ ー ト フ ロ ー 構 造 の ハ ニ カ ム 構 造 体 （  400セ ル
／ in 2  、 セ ル 壁 厚 さ  0.1mm、 直 径  130mm、 ２ Ｌ ） に ア ル ミ ナ 及 び ゼ オ ラ イ ト を 主 体 と し た
コ ー ト 層 を  150ｇ ／ Ｌ 形 成 し 、 コ ー ト 層 に Ptを ２ ｇ ／ Ｌ 均 一 に 担 持 し て な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ は 、 平 板 ５ に 代 え て 気 孔 率 80％ 、 厚 さ  0.3mmの 金 属 製 フ ァ イ バ ー マ
ッ ト を 用 い た こ と 、 体 積 を １ Ｌ と し た こ と 、 そ れ に ゼ オ ラ イ ト か ら な る コ ー ト 層 を  150ｇ
／ Ｌ 形 成 し 、 そ の コ ー ト 層 に Cuを ２ ｇ ／ Ｌ 均 一 に 担 持 し て な る Urea-NO x 　 選 択 還 元 触 媒 層
を 同 量 形 成 し た こ と 以 外 は 実 施 例 ２ と 同 様 の 半 フ ィ ル タ 構 造 体 を 用 い た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 フ ィ ル タ 触 媒 ８ は 、 実 施 例 １ と 同 様 の コ ー ジ ェ ラ イ ト 製 の ウ ォ ー ル フ ロ ー 構 造 の ハ ニ カ
ム 構 造 体 に 、 ゼ オ ラ イ ト か ら な る コ ー ト 層 を  150ｇ ／ Ｌ 形 成 し 、 そ の コ ー ト 層 に Cuを ２ ｇ
／ Ｌ 均 一 に 担 持 し て な る Urea-NO x 　 選 択 還 元 触 媒 層 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ＜ 試 験 ＞
　 触 媒 コ ン バ ー タ  100を 排 気 量 ２ Ｌ の デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン  101の 排 気 系 に 搭 載 し 、  650℃
で 50時 間 の 耐 久 処 理 を 行 っ た 後 、 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン  101を 回 転 数  2500rpm、 入 り ガ ス 温
度  250～  400℃ で 各 定 常 に 設 定 し 、 各 条 件 下 で 排 ガ ス を 流 通 さ せ な が ら 、 尿 素 水 イ ン ジ ェ
ク タ ９ か ら 濃 度 35％ の 尿 素 水 を 入 り ガ ス 中 の NO x  と 当 量 に な る よ う に 添 加 し な が ら ３ 時 間
運 転 し て 、 NO x  浄 化 率 と PM低 減 率 を 測 定 し た 。 ま た そ の 後 、 入 り ガ ス 温 度  300℃ に て 、 酸
化 触 媒 ６ の 出 ガ ス 温 度 が  650℃ に な る よ う に ポ ス ト 噴 射 し 、 昇 温 開 始 か ら ３ 分 後 の PM酸 化

10

20

30

40

50

(13) JP 2005-299520 A 2005.10.27



率 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 （ 実 施 例 ６ ）
　 酸 化 触 媒 ６ の ハ ニ カ ム 構 造 体 と し て 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ の フ ァ イ バ ー マ ッ ト を 実 施 例
２ の 平 板 ５ に 代 え 体 積 を  1.5Ｌ と し た も の を 用 い た こ と 以 外 は 実 施 例 ５ と 同 様 で あ る 。 そ
し て 同 様 に NO x  浄 化 率 と PM低 減 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し 、 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ 比 較 例 ３ ）
　 図 12に 示 す よ う に 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ に 代 え て 、 体 積 １ Ｌ の コ ー ジ ェ ラ イ ト 製 ス ト レ
ー ト フ ロ ー 構 造 の ハ ニ カ ム 基 材 を 用 い た こ と 、 フ ィ ル タ 触 媒 ８ に 代 え て 体 積 ２ Ｌ の コ ー ジ
ェ ラ イ ト 製 ス ト レ ー ト フ ロ ー 構 造 の ハ ニ カ ム 基 材 に ゼ オ ラ イ ト か ら な る コ ー ト 層 を  150ｇ
／ Ｌ 形 成 し 、 そ の コ ー ト 層 に Cuを ２ ｇ ／ Ｌ 均 一 に 担 持 し て な る Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 層 を
形 成 し た Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 70を 用 い た こ と 以 外 は 実 施 例 ５ と 同 様 で あ る 。 そ し て 同 様
に NO x  浄 化 率 と PM低 減 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し 、 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ 比 較 例 ４ ）
　 図 13に 示 す よ う に 、 酸 化 触 媒 ６ の 体 積 を １ Ｌ と し 、 半 フ ィ ル タ 構 造 体 ７ に 代 え て 体 積 ２
Ｌ の コ ー ジ ェ ラ イ ト 製  DPFに ア ル ミ ナ を  100ｇ ／ Ｌ コ ー ト し Ptを  0.5ｇ ／ Ｌ 均 一 に 担 持 し
た フ ィ ル タ 触 媒 71を 用 い た こ と 、 さ ら に そ の フ ィ ル タ 触 媒 71と Urea-NO x 選 択 還 元 触 媒 70の
間 に 尿 素 水 イ ン ジ ェ ク タ ９ を 配 置 し た こ と 以 外 は 比 較 例 ３ と 同 様 で あ る 。 そ し て 同 様 に NO

x  浄 化 率 と PM低 減 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し 、 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ 比 較 例 ５ ）
　 図 14に 示 す よ う に 、 Urea-NO x 　 選 択 還 元 触 媒 70と フ ィ ル タ 触 媒 71の 位 置 を 入 れ 替 え 、 酸
化 触 媒 ６ と Urea-NO x 　 選 択 還 元 触 媒 70の 間 に 尿 素 水 イ ン ジ ェ ク タ ９ を 配 置 し た こ と 以 外 は
比 較 例 ３ と 同 様 で あ る 。 そ し て 同 様 に NO x  浄 化 率 と PM低 減 率 及 び PM酸 化 率 を 測 定 し 、 結 果
を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ＜ 評 価 ＞
【 ０ ０ ９ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 表 ２ よ り 、 各 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 は 比 較 例 に 比 べ て NO x  浄 化 率 及 び PM低 減 率 が 高 く
、 PM酸 化 率 も 高 い 。 こ れ は 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に よ っ て PMが 捕 集 さ れ る と と も に 尿 素 水 が 排
ガ ス と よ く 混 合 さ れ 、 生 成 し た ア ン モ ニ ア に よ っ て NO x  が 効 率 良 く 還 元 浄 化 さ れ た と 考 え
ら れ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る 半 フ ィ ル タ 構 造 体 に 用 い た 波 板 の 要 部 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 に 用 い た 半 フ ィ ル タ 構 造 体 の 要 部 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 例 の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 比 較 例 ３ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 比 較 例 ４ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 比 較 例 ５ の 排 ガ ス 浄 化 装 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 １ ： 半 フ ィ ル タ 構 造 体 　 　 ２ ： フ ィ ル タ 触 媒 　 　  ３ ： 触 媒 コ ン バ ー タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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